
稲ＷＣＳを用いた乳用牛の育成方法の確立

近年の世界情勢の影響により、輸入乾草の価格は高値が続いています。酪農経営では飼
料費が経営コストの約５割を占めるため、非常に厳しい状況です。酪農経営の安定のため
には、生産性を落とさずに飼料費をいかに低減するかが課題となっています。

稲ＷＣＳは安全・安心な国産飼料であり、岡山県内でも作付面積が拡大している安価な
飼料です。稲ＷＣＳは搾乳牛では広く利用されていますが、発育などの影響への危惧から
育成牛への利用はあまり進んでいません。

そこで当研究所では、稲ＷＣＳを育成牛に給与し、発育及び繁殖成績への影響調査を行
うことにより、低コスト育成方法を確立するための試験に取り組んでいます。
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背景・目的

岡山県内酪農家で、育成牛に稲ＷＣＳを給与する現地実証試験を行っています。

試験頭数：試験区６頭、対照区６頭（計12頭）
給与飼料：対照区…配合飼料＋輸入乾草

試験区…配合飼料＋輸入乾草＋稲ＷＣＳ
※乾草の７割（乾物ベース）を稲ＷＣＳに置き換
えています。

調査項目：①発育状況（図２）
②飼料コスト削減効果（図３）

成 果：両区とも発育は順調であり、繁殖成績も問題ありま
せんでした。
試験区の飼料コストは、対照区と比較して約２割を
削減することができました。

１ 育成牛（８～15か月齢）への稲ＷＣＳ給与試験

２ 現地実証試験

図１ 稲WCSを食べる育成牛

試験年度：R５〜R７

試験内容・成果

図２ 発育状況 図３ 飼料コスト削減効果
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まとめ

・育成牛への稲ＷＣＳ給与は、発育・繁殖成績への影響はなく、輸入乾草の代替が可能で
あり、飼料コストも約２割削減できました。
・今後は試験結果を示し、岡山県内酪農家に育成牛への稲ＷＣＳの利用を推進します。


